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木場三 朗

Pathophysiologic studies on the spotted diseases of plants 

    4. Recovery of the physiological disturbances 

          caused by the simplified spots 

                 Saburo Koba

緒 言

斑点性病害に原因して起る作物の生理作用の諸障害が永続的のものであるな らば,之 に

対する薬剤撒布は,病 斑数の増加(圃 場では発病本数の増加を伴 う)を 防止する為の予防

的方法である.

斑点恒病 害による生理障害が一時的のものであるならば,薬 剤撒布によつて新病斑の形

成を防止する事は,治 療的方法として利用し得 る可能性を示す事になる.

斑点性病害の生理障害に,恢 復と云 う現象があるか否かを確かめる為には,病 斑が一回

限 り発病す る場 合を人為的に作 り出さねばならない.自 然発生の病斑の様に,次 々に新病

斑が生ずるものに対して,上 述の様な病斑を,仮 りに単純性病斑 と呼ぶことにす る.単 純

性病斑に生理障害の恢復があるらしい事は著者の第2報(16)及 び第3報(17)に 於て既

に認められる.

斑点性病害被害葉は先ず呼吸の亢進 を起すが,之 れが 後 日旧に復したと云 う2つ の報告

がある(29,33).然 し之れには恢復と云 う言 葉を用いて居ないし,叉 恢復 と断ず るには

種 々の実験の追加が必要である.夫 は呼吸の亢進 に続いて良 く起つて来る生活力の 減退の

為の一時的な見懸けの上の恢復があるか らである・

薬剤撒布を治療法として採用する為には,此 の生理障害の恢復現象に就ての研究が必要

で,此 の論文は共の基硯研究の一つである.

此の実験には吉井教授 の御教示を賜わつた.叉 文部省科学研究費の援助が 与えられた.

記して感謝の意を表する.

実 験 法

実験植物には第3報(17)と 同様,甘藷(護 国)の1枚 の葉に葉柄と茎の 一飾 とを丁字

型に着けて挿木して得 られる単一葉植物を用い,6寸 鉢に5本 宛を 植え込んで,1鉢 をも

*九 州大学農学部植物病理学教室業績.
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つて一区とし二区制試験 とした,

人工病斑はエオジン(0.01%)加 用KCIO,,(0.05%)水 溶液を硝子管を加熱引伸 して

先端を尖らして作つた中空硝子針で,穿 孔 と同時に塗布して生ぜしめた.普 通斑には径2

mm位 の針で1葉 に対し4～6個,大 型斑は径5mmで4～5個,小 型斑は0.5mm位

で30、35個 の病斑を作つた.

病原菌は斑点病菌Phy〃ostictabatatas(T.)Cke.及 び黒星病菌MacrosPoritt〃z

bataticolaIkataの 被害葉を採 り,胞 子の存在を確かめた病斑を多数集めて磨砕 し,殺

菌水懸濁液を作 り,単 純性病斑を作るには有傷接種し,連 続発病を起 させ る為には2日 に

1回 霧吹で葉の表裏に撒布した.

同化作用と呼吸作用の測定はLundegardh氏 装置4組 を用い,Ba(OH)2を(COOH)2

で滴定した.測 定は定温,定 湿,定 光線室で行つたが,此 の室は外気より低温にする事が

出来ないので,実 験は晩夏か ら初冬にかけての気温の日変化の勘い季節に行い,実験 開始

時の気温 より4～6。C高 めの定温で第1実 験 と第3実験 は25。C他 は26eC(士0.05。C),

80%(士5%)の 定湿,500W電 球距離20cm,3cmの 水層を透した定光とした.

同化実験のCO,量 は0.035%で 殆んど 一定にあつた,実験 植物は温室に置き,毎 日

3時 間前に測定室に持ち込み,10分 間の同化作用の測定が終つて後1時 間暗 くして,10分

間の呼吸作用の測定を行つた.

実 験 結 果

呼吸作用で呼出したCO.・ と同化作用で分解されたCO2の 量は,堀 表面に現われた葉

柄の部と葉片とを,実 験終了の日に10時 間暗室に入れて後採集して,其 の対生重のmg

数で現わした.実験 が長期にわたつた為実験4で は採集時には幾分衰弱 して居たし,実 験

5で は梢々黄変して居た.

Fig3に 示 された健全植物の画 く曲線に明らかな通 り,其 の日変化は予想以上に大きい

為に,COs量 の数値は,小 数2倍 以下は棄却して図表で現わす事に留めた.之 は読者に

読み易 くする目的もある.実 験は2区 制1回 で大きな 変化は大体 良 く 一致したので共の

平均を求めた.

1.第1実 験 連続発病の病斑(Fig.1)

新病斑が連続して発生する場合の結果をFig.1に 示した,

斑点病(Phytlosticta)で は3日 目より褐点が明瞭とな り,呼 吸(曲 線Rb)の亢進 が

始まる.8日 目の平均被害(葉 面積に対する病斑部面積の比率を供試葉5枚 に就て平均)

は13%で.呼 吸の亢進は最大(1.53mg)に 達し,其 の後病斑の拡大 と病斑数の増加が

続き,各 個体により相当の差異があつたが,平 均被害は20日 目に22%,30日 目に25%

を示した.然 し呼吸の亢進 は ・・進…退して大差なく,40日 目には平均被害は30%の 多き

に達したが,呼 吸亢進 は却つて減退を生 じた.

之に対 し同化作用(曲 線Ab)は,5日 目には梢減退し,8H目 には又始めに還 り,10

日目から著 しい減退を示 し始め,23日 目と35日 目には最低に近い減退(0・68mgと0・66

mg)が 見られ,39日 目には幾分族復して其の間 進 一退して居る・
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Fig. 1. Respiration (R) and assimilation (A) curves of the spotted 
 leaves of sweet potato caused by M. bataticola (a) and P. batatas 

   (b) in which the spots were produced by succesive infection.

黒 星病(MacrosPorium)で は,2日 目か ら発 病 し4日 目か ら 呼 吸亢進(曲 線Ra)

が 明 らか とな り,12日 目に は 平 均被害 は16%で 呼 吸亢進 は 最 高(1.39mg')を 示 し,其

の後 一進 一退 し乍 ら 漸 次減 退 し,34日 目に は 平 均被 害32%で あ るに拘 らず 呼 吸 は 復 元

し,共 の後'被害 は 増 大 し なか つ た が,呼 吸は 健 全植 物 よ りも低 くな つ た.

之 に対 し同 化作 用(曲 線Aa)は,5日 日に は一 時 促進 され るが,7日 目には 阻 害 が 始

ま り,其 の後 一進 一退 しな が ら漸 次其 の度 を増 し,17,23及 び32日 目に は 夫 々0.79,

0.71及 び0.40mgを 示 し,減 退 が著 しい.39日 目以後 に は遂 に此 の実 験 に於 け る数 値 と

して は 出 て来 な くなつ た.

2.第 二 実 験 単 純 性 病 斑(Fig.2)

此 の実 験 の斑 点病(Phyllosticta)は 有 傷 接 種 に よ り1葉 に12～14個 の病 斑 を作 り,

平 均被 害16%を 得 た.KCIO,1の 人工 病 斑 は,平 均 被 害24%で あ る.測 定 の 結 果 を

Fig.2に 示 す.

KCIO,,人 工 病 斑 では 呼 吸亢進(曲 線Ra)は7日 目に最 高(2.58mg)に 達 し,12日 ま

で は著 しい亢進 状 態 に あ り,15日 目には 復 元 した が,其 後 の 呼 吸 量 の 日変 化 は健 全 植 物 の

夫 れ(Fig.3)に 比 し て著 しい.病 斑 の拡 大 は8日 目に は 終 り,15日 目に は 其 の 周縁 に 明

瞭 な褐 変 を示 し,其 の外 囲 に紫 色 の 量 を 生 じ始 め た.即 ち 呼 吸亢進 は病 斑 の拡 大 に 関連 が

あ る.

同 化 作 用(曲 線Aa)は2日 目か ら減 退 を 始 め,6～12日 目に著 し く0.75～0.67mgに

達 し,15日 目に は復 元 し始 め,共 の後251・1目 まで 健 全 に 等 しい が,日 変 化 は 著 しい,27

日 目以 後 は 却 つ て 促 進 され て 居 て大 体20%増 を示 す.

斑 点病 で は 呼 吸 作 用(曲 線Rb)の亢 進 は7日 目に最 高(1.66mg)に 達 し,其 の後 漸 次

減 少 して2δ 日 目頃 か ら復元 して居 る.共 の 問21日 目に著 しい 減 退 が 見 え る.

同 化 作 用(曲 線Ab)は,5日 目頃 か ら 減 退 を示 し,6～10H目 が 著 し く最 低 は0.97
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 Fig. 2. Respiration (R) and assimilation (A) curves of the spotted 
leaves of sweet potato caused by KC103 (a) and P. batatas ( b) in 

   which a definite number of the spots were produced by single 
   infection.

mgを 示し,14日 目から復元し,其 の後 ・進 一退す るが,29日 頃から稚促進された状況

にある.

3。第三実験 重輪紋を作る病斑(Fig.3)

KCIO,で 人工病斑を作 り,葉 に撒水しない様にすれば,薬 液の一部は乾燥の為に再結

晶して病斑内に保持 され る.病 斑の拡大は8日 目に終 り,13日 目には周縁に明瞭な褐変が

現われ,病 斑は固定 して被害18%を 示したので,此 の日に病斑上を水滴で覆ひ,1時 間

乾燥を防いだ.病 斑内の結晶は再び溶解して,健 全部に侵入し,翌 日から再び病斑の拡大

が起 り,3mm位 の幅を持つて重輪紋を作つた.25日 目には拡大が終 り,再 び明瞭な褐変

を起し,被 害23%を 示した.

黒星病(MacrosPorium)で は15日 頃から病斑は 問定したので,17日 目に同上の処

理を行つたが0.5～1mm位 の拡大で重輪紋は明らかでない.

此等の病斑に就て実験 して其の結果をFig.3に 示した.KCIQ}区 では4～7日 目に第

1回 の呼吸亢進(曲 線Ra)が 現われ,5日 目に最高(1.82mg)に 達 し,8日 目には著し

く減退 し,10日 目には復元を示すが幾分亢進 の状態にある.16日 目からは第2回 の亢進

が始まり,18～25日 目が著しく,特 に20～22日 目が其の極期(220及 び2.33mg)に あ

る.27日 目には殆んど復元するが精亢進 の状態にある.

同化作用(曲 線Aa)の 障害は3～9日 目に著 しく,殊 に3日 目(1.13mg)と7日 目

(0.96mg)に 著しい.其 の後稍 促進された形にあるが,15～23日 目に第2回 の障害が現

われ19日 目には 最低(0.75mg)を 示す.其 の後恢復して24日 目には復元し,共 後は梢

促進され る.街 同化障害は呼吸亢進 に梢先行する様に見える.
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Fig.3.Respiration(R)andassimilation(A)curvesofthehealthy

(c)andthespottedleavesofsweetpotatocausedbyKCIO3(a)
andM.bataticola(b)inwhichadefinitenumberofconcentric

ringspotsweremade.

黒星病では呼吸作用(山 線Rb)の 第1回亢進 は3日 目より著 しく,7日 目は最高(1・55

mg)と な り,其 の後緩慢に衰退 して17日 目には復元 した・此の日水滴を与えると・翌 日

か ら再び弱い呼吸亢進 が起 り,29日 目までの長期に及ぶ.

同化作用(曲 線Ab)の 阻害は呼吸亢進 とは逆の関係に現われるが,第1回 の減退の最

大時の9日 目も1.10mgの 程度に過ぎない.第2回 の阻害は20～23EI目 に稚明 らかであ

るが,極 めて弱い.た だ26日 目以後に現われる同化作用の促進は刮 目に価する.

4.第4実 験 被害を大とした大型病斑(Fig.4)

KCIO,,液 の穿孔接種器の硝子針の口径を5mmと し傷面を大 とし附着薬剤量を多 くし

ても,中 型の葉に径15～18mmの 病斑4～5個 を作ると,平 均被害は35%と なつた.

此の様な被害葉は1～3日 目に軽度の水分不足の状況を示すがやがて恢復する.病 斑の

拡大は9日 目には終つたが,15～18日 目には僅かに 衰弱を示し,25日 目頃には全般的に

かすかな黄変(局 部的に梢明瞭な黄変)が 生ずるが,45日 目に到るも枯死 しない.

此の様な被害の甚だしい病斑を単 一葉植物に作ると,普 通の呼吸亢進 に先立つて前期元

進が起る事が度 々であるが,此 の実験でも呼吸作用(Fig4の 曲線Rb)の 前期亢進 が1

～2日 口に起 り最高はO.95mgを 示した.3日 目には復元し5日 目より普通の亢進状態

に移 るが,最 高の6日 目でも1.40mgの 程慶である.共 の後漸次減衰 し,15日 目には復

元し,20日 目からに逆に衰弱を示し,25日 目以後は此の実験 の範囲以下にある.

同化作用(曲 線Ab)の 障害は2日 目に顕著(O.71mg)に 現われ,其 の後4～9日 目に

梢恢復し,7及 び11日 目に最低(O.79及 び0.73mg)に 達し,再 び恢復が始まり,18日
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Fig. 4. Respiration (R) and assimilation (A) curves of sweet potato 
   leaves with many small spots (a) and with few large spots (b) 

 both caused by KC103.

目には 復 元 し,22日 目に は 逆 に促 進 され て1.95mgに 達 す るが,共 の後 再 び衰 弱 が始 ま

り,30日 以後 は 極 め て 弱 ま り,40日 以 後 は 此 の実 験 で の零 に達 す る.

第5実 験 多 数 の 小 形 病 斑(Fig.4)

径2mmの 硝子 管 で 作 つた 径0.5mmの 穿 孔 塗布 器 を使 い,葉 に微 細 な 傷 と微 少量 の

KclO,i液 を 与 え て,径3～5mmの 小 病斑 を 中型 の 葉1枚 に対 し30～35個 作 れ ば,平

均 被 害 は18%と な つ た 。

2～3日 目に は 軽 い 水 分缺乏 症 を 示 し,其 の後 は恢 復す るが,15～20日 目か ら衰 弱 を現

わ し,漸 次黄 変 し,27日 目に始 つ て30日 目 まで に 全部 黄 変 した が枯 死 には 至 らなか つ た.

呼 吸 作 用(Fig.4の 曲線Ra)は1日 目に前 期亢進(1.16mg)が 起 り,2日 目に は 一・・

衰 え,3日 目か ら顕 著 な普 通亢進 に入 り,4日 目に は最 高(2.18mg)に 達 した.7日 目

ま では亢進 は 甚 だ しい が,10日 目 には 復 元 し,15日 目か らは逆 に衰 弱 が現 わ れ,19日 目

以 後 の数 値 は 此 の実 験法 で の測 定範 囲下 に あ る,

同化 作 用(曲 線Aa)の 障 害 は1口 目及 び2日 目は 此 の 実 験 で の 零 を 示 し,3～5日 目

に僅 か(最 高1.25mg)に 現 わ れ る が,10日 目には 最 低(0.19mg)と な り,再 び 恢 復 を

始 め15日 目に は 最 高(1.15mg)に 達 す る.其 の後 は 急 速 に 衰 弱 し,19日 目以 後 は 此 の

実験には か か らな くな つ た.

論 議

光,温 度,湿 度,CO,量 を一 定 に した実 験 で あ り,且 つ5本 宛 の二 区 制(健 全 対 照 区

は 一 区制)の実験 の結 果 で あ る に抱 らず,同 化,呼 吸 の 両作 用 の 日変化 が大 き い 原 因 を,

実 験法 の不 備 か植 物 自体 の性格 か の何 れ か に分 け て考 え られ る.
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実 験 中 の空 気 の流 動 を手 で 調 節 した 事 と,実 験 植 物 を3時間 前 に測 定 室 に持 ち込 み,其

の前 後 の環 境 の変 化 が 毎 日多 少異 つ て 居 た 点 で実験 上 の不 備 は 免 か れ な い で あ ろ う.

た だLoustalff(25)は ペ カ ン の薬 害 の 実 験 で 其 の 同 化作 用 に 就 て,叉Robertson

(33)は コム ギの白 渋 病 の 呼 吸 作 用 に 就 て,共 の 日変化 は著 者 の結 果 と類 似 す る事 を 述 べ て

居 るの で,此 の程 度 の 日変 化 は 植 物 自体 の性 質 が相 当関 係 す るの か も知 れ な い.何 れ に し

て も大 き な 変化 は 二 区 と もに大 体 一致 す る ので,此 の実 験 の 目的 は 達 せ られ た と云 え る.

1.呼 吸 作 用 の 恢 復

罹 病 した植 物 の 呼 吸 作 用 は 或 る実 験(5,7,11,12,24,36,38)で は亢進 を 示 し,或

る実 験(1,3,14,37)で は 減 退 を 示 し,叉 或 る 実 験(27,30)で は健 全 と全 く変 る と こ

ろ が な い.之 等 の実 験 詰果 は,夫 々被 害 葉 の 病 態 生理 的 変化 の 一段 階 のみ を現 わ して 居 る

の で あ ろ う.

権 藤(10)は タバ コモ ザ イク罹 病葉 の呼 吸作 用 は若 い 葉 では 健 全 よ り高 い が,成 熟 葉 で

は却 つて低 い と報 告 し,Whitehead(39)は 葉 巻 病 罹 病 の バ レ イシ ヨ葉 に於 て 同様 の現 象

を報 告 し,此 の問 題 に 一・歩 を踏 み 出 して 居 る.

更 にNage1及 びLeonard(29)は 褐 斑 病 に 端崔つ たサトウダイコ ンの 葉 の 呼 吸 作 用 は,

被 害 が 少 い と亢進 し,余 り多 け れ ば 減 衰 す る と した.Robertson(33)は コ ムギ 白渋 病 で,

接 種 後9口 目頃 に 呼 吸亢進 の最 高 期 が 来 て,約1週 間 継 続 す るが,其 の後 は 急 に減 衰 を始

め,遂 に は 健 全 よ りも遙 か に 少 くな つ た と報 告 した.著 者 の第2報(16)及 び 第3報(17)

に も類 似 の 結 果 が現 わ れ て い る,

病 気 の 為 に亢進 した 呼 吸 作 用 が 復 元 し更 に減 衰 す る場 合に,(a)葉 の 成長 に伴 う生 理 作

用 の変 化(14,15),(b)葉 の成 育 期 に従 つ て 異 る病 害 に 対 す る 反 応 の 変化,(c)発 病 の

為 に生 ず る毒 素 に よる生 活 力 の減 退,(d)病 害 に原 因 す る呼 吸亢進 の為 の呼 吸 物 質 の 減 少,

(e)病 害 に原 因す る同化 障 害 等 が 考 え られ る.

此 の実 験 でば,Fig.3(Rc,Ac)に 明 らか な 通 り上 記 の(a)は 除 か れ て 居 る.又 其 の

他 の実 験 か ら 推 察 出来 る通 り(b)も 大 体 除 かれ て居 て,主 と して 問題 は病 害 との 関係 に

な る.Fig.2とFig.3で は,恢 復 した呼 吸 作 用 は そ の ま ま長 期 経 続 し,病 斑 の 数 と面積

は増 大 せ ず,葉 は普 通 の 生 存 を続 け て思 る.之 は 明 らか に 恢 復 で あ つ て,Fig.1及 びFig.

4の亢進 か ら減 衰 へ の 移行 の 過程 の ・時 的 な見 懸 の上 の恢 復 とは 異 つ て い る.

た だ枯 死 病 斑 内部 の呼 吸作 用 の再 現 は ない ので あ るか ら,被 害 面積%だ け の 呼 吸亢進 が

健 全 残 留葉 肉部 に起 つ て居 る事 に な る.之 れ が 一 種 の代 償機 能 で あ るか,叉 は病 的亢進 の

持 続 で あ るか は,今 後 の研 究 に待 た ね ば な らな い.

II.同 化 作 用 の恢 復

罹 病 葉の 同 化作 用 の減 退 に就 ては,コ ム ギ の鋳 病 に 就 てGassner及 びGoeze(9)と

Long(23)の 研 究 が あ り,術Nage1及 びLeonard(29)の テ ンサ イ褐斑 病
,Reed及

びCrabi1(31)の リン ゴ赤 星病 共 の他(28,30,34,35)が あ る.

然 しAllen及 びRice(2)の 鋳 病類 の研 究 で は逆 に罹 病 が 同 化 作 用 を 促 進 した と云 う.

何 れ も病 態 生理 の 一場面 を示 して居 るの で あ ろ う.・尚Kourssanov(20),Barton及 び
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Wright(4)等 も同様な促進を報告 した.之 等は呼吸亢進 も伴つて居るか ら,病 的平衡の

第1の 型であると考える.然 し之は病態生理的変化の一・過程かも解 らない.

呼吸の亢進が呼吸の減衰に移行 して遂に枯死するのは,病 害の影響の為に起る同化哲朝

の障害が重要な原因であろう事はFig.1とFig,2をFig.3とFig,4に 対比して見れば

解る.此 の中でFig.1の 斑点病の曲線(RbとAb)は 呼吸の亢進 と同化の減退が長期

間両立する病的平衡の第二の型である.呼 吸の亢進 と同化の促進が両立する前述の病的平

衡の第一の型とは反対に,生 長や生産力は全 く期待出来ない.

同化作用が 度 減衰して再び旧に復すれば仮令呼吸の亢進其の他の生理異常を伴つても,

恢復の 一つである.然 し呼吸の亢進 が伴わないならば,同 化作用の恢復は同時に生産力の

族復に通ずる.此 の意味で第2実験(Fig.2)と 第3実験(Fig.3)は 同化作用の恢復を

示す と云える.た だ第2実 験で斑点病は被害16%,KCIO,,で は被害24%で あるに絢 ら

ず実験の後期には病葉が健全葉 より夫 々15%及 び22%同 化の促進が行われている.此

の場合の被害 葉は緑色は増 し,梢 肥厚を示し呼吸の亢進 も考慮に入れると,代 償機能の発

現 と考えるのが良い様に思はれる.

III.1陵 復する事のない病斑

第1実 験(Fig.1)の 黒星病の呼吸作用 と同化作用は30日 目まで病的平衡を保つが急に

両方とも減衰を始め葉は漸次衰弱して遂に恢復す る事がない.第4実 験(Fig.4)の 塩素

酸加里の病斑では同化と呼吸の衰退は更に急速に起 り,速 かに枯死へ移行する.

恢復する事のない病斑に就ての二三の報告(29,33)が あるが,一 一枝の多数の健葉中に

生じた被害葉では此の現象は容易に起るものであろ う.

ただ実験4及 び5(Fig.4)に 於て小病斑多数の病葉は大病斑小数の病葉に比し,被 害

面積は少いに拘 らず生理障害が劇 しく現われる点に問題が残る.

斑点病による生理障害 は,発 病の為に生ずる非特異的な機械的のものと,毒 素其の他病

原体に直結す る特異的な生化学的なものとに分けて考え得 る・ 前者の最も端的なものは病

斑面積であるが,更 に病斑の周囲に存在する同化澱粉微量地帯(16)を 考えに入れて,此

の地帯の幅を2mmと 計算すると下表が出来 る.

即 ち両者は大分接近 して来 るが術生化学的障害が相当考慮さる可き事を示 している.

摘 ・ 要

サツマ イモの葉を挿木して作つた 単一葉植物に塩素酸加里水溶液で作つた人工病斑 と,

斑点病及び黒星病による病斑 とを作つて,之 等の被害葉が病態生理的に見て恢復するか否
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か を試険した.実 験の概要はFig.1乃 至Fig.4に 現わされている・'

(1)Fig.1で は病斑が次 々に新らしく現われた場合 の斑点病 と黒星病被害葉の生理で;

斑点病では呼吸の完進 と同化の阻警が病的に平衡の状態にある.

(2)Fig.2で はKCIO,,人 工斑(被害24%)と,斑 点病(被 害16%)と が一一一'-i回しか

発病しない(単 純病斑)場 合で,同 化阻害と呼眼亢進 は病斑の拡大中止とともに恢穣する.

(3)Fig.3で はKCIQ,人 工斑に水滴を与えると同心輪紋を作つて拡大するが,之 れ

に応 じて呼吸亢進 と同化阻害が:再び現矛)れる.

(4)Fig.4で は大きくて小数(被 害35%)及 び少さくて多数(被 害18%)のKCIOk

人工病斑を作れば,生 理障害は何れの掛合も恢復しなかつた.

以上の結果か ら,新 病斑が生 じなければ,斑 点性病害による生理障警は恢復する訂能性

があ り,斑 点性病害に対す る薬剤撒布は,予 防法 と同時に治療法としても成立 し得る病態

生理学的な基礎を持つと思われる.一
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 Summary 

 By planting the cuttings of sweet potato stems with single node and leaf 

each, and by removing the lateral buds perfectly after rooting, the author got 

simplified plants, which showed no symptoms of physiological disturbances for 

about 50 days. 

The artificial leaf spots caused by 0.05 per cent KC1O.1 with 0.01 per cent 

eosin were able to use as the modified leaf spots caused by Phyllosticta batatas 

and Macrosporium bataticola, especially the latter, in the pahtophysiological 

point of view. 

 With application of these simplified plants and artificial leaf spots, the author 

studied whether the physiological disturbances of the spotted leaves would be 

recovered or not. His data were summarised in Figures 1 to 4. 

When the spots appeared successively, as it was shown in Fig. 1 pathphoysi-

ologic disturbances showed 2 types : (a) Phyllosticta spotted leaf (13 to 25 per 

cent necrotic) was accompanied by the increase in respiration and the 

decrease in assimilation, which continued for a long time keeping a balance 

between them though it was abnormal. (b) Macrosporium spotted leaf (16 to 

32 per cent necrotic) was accompanied by the increase in respiration which 

followed by sudden decrease. The assimilation rate at first increased began 

to decrease and finally dropped down that of the healthy and the leaves lost the 

sign of life. 

When the KC1O:3 spotted leaf (24 per cent necrotic) or the Phyllosticta spotted 

leaf (16 per cent necrotic) occured only one time and the spreading of the 

necrotic area stopped soon after, as it was shown in Fig. 2, both of the increase 

in respiration and the decrease in assimilation are gradually restored to healthy.
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 The artificial  leaf spot caused by KC10. spread again and formed concentric 

ring, if water drops were given on this spot, and the increase in respiration 

and the decrease in assimilation reappeared (Fig. 3). 

Fig. 4 showed the assimilation and respiration curves of the KClO;; spotted 

leaves with large (15-25 mm in diam.) but few (4-5) spots and small (3-5 

mm in diam.) but many (30-..35) spots each indicated 31-.-43 per cent and 17--- 

20 per cent necrotic respectively. In such spotted leaves, the increase in the 

respiration converted to decrease with several days and followed by the dep-

ression of the assimilation until no measurable values could be obtained. 

 The author concluded that the data indicated the recovery from the physi-

ological disorder of the spotted leaves given by Figures 2 and 3, suggested the 

availability of spraying fungicides not only as the preventives but also as the 

therapeutics. 

                                             Laboratory of plant pathology 
                                                  Kyushu University


